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開発が進む黄浦江西岸地区について 

 上海市の中心部を流れる黄浦江は、上海の市街地を東西に分ける大きな川（日

本人的感覚からすれば大河）で、その流れは長江（揚子江）に注ぐ最後の支流

となります。黄浦江の西側には歴史的な西洋建築群が立ち並ぶ外灘地区があり、

かつての租界時代を偲ぶ景観が人気のエリアです。そして、対岸の浦東エリア

は、超高層ビルが林立する新興都市エリアで、東方テレビ塔（東方明珠塔）や

上海タワー（上海中心大廈）といったランドマーク的な観光名所に加え、ビジ

ネスの分野では世界中の金融機関が集まる一大金融街が形成されています。 

 今回は、この黄浦江が最もにぎわいを見せる外灘・浦東エリアから川沿いに

９㎞ほど遡った場所にある黄浦江西岸地区をご紹介したいと思います。 

１．黄浦江西岸芸術公園 

 2010年の上海万博の会場跡地から、黄浦江を挟んだ対岸のエリア約950万㎡が、

現在開発の進む黄浦江西岸地区です。上海市中心部における最後の未開発地区

と呼ばれるこのエリアは、近年、現代美術のギャラリーや美術館が次々とオー

プンし、上海の現代アートシーンの牽引役として注目されていましたが、最近

はテクノロジーや商業の分野での開発が急ピッチで進んでおり、新たな都市機

能を備えた最先端技術の集積エリアとして注目されています。 

 まず訪問したのは、この西岸地区の芸術公園に2019年3月にオープンした

「TANK Shanghai（油罐芸術中心）」と呼ばれるアートスペースです。ここは元々、

航空機燃料の貯蔵施設があった場所で、当時の燃料タンクがそのままの形でリ

ノベーションされ、現在は展示スペースとして活用されています。今回はこの

アートスペースを利用して期間限定で開催されているファーウェイ（華為）の

西岸５Ｇ館と、アリババ（阿里巴巴）のA-MUSEUMを訪れました。 

 華為の５Ｇ館では、現在、国内各地で猛烈な勢いで整備が進められている５

Ｇ通信の紹介展示が行われており、下図のような５Ｇアンテナの実物展示を中

心に、今後５Ｇ通信が社会にもたらす変化とその影響分野について紹介されて

いました。 

 とくに教育の分野では、５Ｇを活用して中国全土を同時にカバーするリアル

タイムの通信授業や教材の活用により、広大な国土における都市部と地方との



教育の地域格差を大きく是正する可能性があること、あるいは医療の分野では、

救急患者の遠隔救命措置の技術革新により救命率が飛躍的に向上することなど、

社会の様々な分野に５Ｇ技術がもたらすであろう革新的変化の、具体的な事例

が紹介されていました。 

            華為の西岸５Ｇ館                   華為の５Ｇアンテナ 

 また、アリババの展示館 A-MUSEUMは、魔法の国をテーマにしたパビリオンに

なっており、中でも最新の顔認証技術を使った魔法の鏡の展示が人気で、鏡の

前に立つと心理状態が表示され、その人がいま最も聞きたいと感じている音楽

が流れるという仕掛けに大人も子供も楽しんでいました。 

 ペットボトルの海を泳ぐプラスチックの鯨           アリババ展示館 A-MUSEUM 

     （アリババ展示館） 

２．上海西岸国際人工知能センター 

 次に訪れたのは、黄浦江西岸地区の最も核心的なエリア、西岸智慧谷と呼ば

れるエリアです。このエリアの中心に現在建設が進められているのが、上海西

岸国際人工知能センター（ＡＩタワー）です。 

 ＡＩタワーは下の完成予想図にあるように51階建てと39階建てのツインタワ

ーで、ホテルや商業施設、オフィスなどが入居する、いわゆる都市部によくあ



るタイプの多機能型オフィスビルですが、このＡＩタワーを核とした黄浦江西

岸地区の最も重要な位置づけは、このエリアから９㎞ほど下流にある浦東エリ

アの補完的な役割を担うことが期待されている点です。 

建設中のＡＩタワーから見た黄浦江西岸地区 

ＡＩタワーの完成予想図 



 上海市外国投資促進センターの説明によれば、この黄浦江西岸地区には、フ

ァーウェイやアリババなどの人工知能分野の先進的大企業が入居する予定であ

るほか、浦東エリアの金融機能を補完する分野であるフィンテックやブロック

チェーンといった最先端の金融テクノロジー技術に長けたスタートアップ企業

の入居なども促進し、浦東と西岸の両エリアの棲み分けによる上海市の総合的

な発展を目指しているということです。 

 建設中のビルのオフィスフロアには屋内用の５Ｇアンテナが既に標準装備さ

れており、間もなく始まる５Ｇ通信の本格運用に備えた準備が着々と進んでい

る様子を伺うこともできました。 

 今後も、さらなる発展が期待される黄浦江西岸地区の動向を注視していきた

いと思います。 
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